
拡張F提案とIVD登録の状況について
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資料３

背景

• ⽂字情報基盤における国際標準化のゴール
– 全てのMJ⽂字図形がISO/IEC 10646(UCS*)によ

り⼀意に特定でき、情報交換可能とすること

• 新規符号化提案とIVD登録でゴールを⽬指す
– 新規符号化提案（拡張F提案）
既存のUCS符号で扱うことができない⽂字につい
ては、ISO/IECへ新規符号化提案
– IVD**登録
UCS符号に複数MJ⽂字図形が対応する場合(複数の
字体が存在)字形選択⼦(VS)によって識別
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*Universal Coded  Character Set
**http://www.unicode.org/ivd/
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現在のUCS符号化状況
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6,789⽂字
23,941⽂字 25,808⽂字 2,275⽂字1,672⽂字

BMP (全65,536⽂字） CJK統合漢字拡張B,C,D 
(全47,000⽂字) 現在のIVD

⽂字情報基盤漢字
(58,814⽂字)

ISO/IEC10646

⾮漢字
（2,002図形/1,672⽂字）

縦書⽤⽂字、リガチャを含む

住基統⼀(漢字のみ）
（19,563⽂字)

⼾籍統⼀（漢字のみ）
(55,269⽂字)

登記固有
⽂字

(10,330)

今回は符号化対象外

未実装

CJK統合漢字拡張F
(国際提案)

CJK統合漢字拡張E
(全5,768⽂字)

IVS追加
(IVD登録)

拡張Eは、ISO/IEC 10646:2012の次版
で規格化される。現在の計画では2014
度中に規格が発⾏される予定

505⽂字 約1900⽂字 約3700⽂字

CJK統合漢字,拡張A〜D

700字
UCS調査によって既存の統合漢字
に統合可能であると分かったもの
次期バージョンで実装

IPAmj明朝フォントVer.002.01の符号化状況

拡張F提案の状況について

• 1,834⽂字を提案し受理された（2012年10⽉）
– 電⼦⾏政での必要性を強調し、理解を得られた

• 新規の提案に当たって提出が求めれていた典拠資料として、電
⼦政府⽤の⽂字情報データベースでも認められることとした。

• 拡張F分割（2013年5⽉）
– IRGは、拡張Fで提案された⽂字数が多い（8000⽂字

）ため、先に作業するF1と、次に作業するF2に分割
することに決めた。

– ⽇本からは、総務省の「外字実態調査*1)」で実利⽤が
確認された518⽂字をF1に⼊れるよう求め、承認され
た。
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1) 市区町村の使用する外字の実態調査（2012年3月）
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IVD登録について

• ⽂字情報基盤のIVDコレクション名
– Moji-Johoコレクション(MJコレクション)と命名

• IVD登録に係る⽅針
– ⽂字情報基盤が規範としている汎⽤電⼦の成果物か

ら多くを継承

• 情報規格調査会SC2専⾨委員会への依頼
– SC2専⾨委員会がIVD登録主体となる
– 汎⽤電⼦成果物の継承に係る合意形成
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IVD登録状況と今後の⾒通し

時期 内容

2013年7⽉
（完了）

第1期IVD登録候補の確定、SC2専⾨委員会への依頼と登録案
の提出

2013年7⽉〜9⽉
（完了） SC2専⾨委員会による登録案のレビュー

2013年秋 Unicodeコンソーシアムによる公開レビューの開始

2014年上期 MJコレクション第1期の登録完了

2014年夏以降 MJコレクションに対応したIPAmj明朝フォントの公開
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